
8平成27年12月定例会　はえばる議会だより192号

　

視
察
先　

熊
本
県
・
福
岡
県

　

日　

程　

10
月
20
日
〜
23
日

　

旅　

費　

１
人
当
た
り
13
万
円

熊
本
県
玉た

ま

名な

市

医
療
費
削
減
に
向
け
た
保
健
活
動

　

本
町
は
国
保
赤
字
が
続
き
、

医
療
費
削
減
が
大
き
な
課
題
で

す
。
保
健
活
動
で
医
療
費
抑
制

に
取
り
組
む
玉
名
市
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

玉
名
市
は
特
定
健
診
の
指
定

年
齢
以
下
の
予
防･

早
期
発
見
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
若
人
健

診
と
若
人
国
保
人
間
ド
ッ
ク
の

２
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
制
導
入
で
受
診
率
向

上
の
工
夫
が
あ
り
ま
し
た
。

　

食
生
活
推
進
員
養
成
講
座
を

年
８
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

住
民
が
健
康
管
理
を
自
主
的
に

行
う
体
制
が
徹
底
し
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

熊
本
県
山や

ま

鹿が

市

認
知
症
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

山
鹿
市
は
認
知
症
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
対

策
は
本
町
で
も
近
い
将
来
課
題

と
な
り
ま
す
。
地
域
で
の
支
援

体
制
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
を
支
え
る
地
域
づ
く

り
の
た
め
認
知
症
地
域
サ
ポ
ー

ト
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
も
小
学
校
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
子
か
ら
親
へ
、
親
か
ら

地
域
へ
と
認
知
症
へ
の
理
解
が

深
ま
り
ま
す
。
徘
徊
者
へ
の
声

か
け
訓
練
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
認
知
症
を
支
援

す
る
体
制
は
効
果
的
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

福
岡
県
糸い

と

島し
ま

市

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ

　

本
町
の
地
域
防
災
計
画
で
自

主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
が
課

題
に
あ
り
ま
す
。｢

防
災
の
日｣

を
制
定
し
、
防
災･

減
災
に
取
り

組
む
糸
島
市
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

糸
島
市
は
す
べ
て
の
自
治
会

に
約
１
７
０
０
の
自
主
防
災
組

織
が
設
置
完
了
し
て
い
ま
す
。

背
景
に
は
90
％
以
上
の
自
治
会

加
入
率
が
あ
り
ま
し
た
。
本
町

の
体
制
づ
く
り
に
も
自
治
会
加

入
促
進
が
重
要
と
確
認
し
ま
し
た
。

県
外
行
政
視
察
報
告

県
外
の
先
進
地
に
学
ぶ

総
務
民
生
委
員
会
と
経
済
教
育
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ

所
管
の
課
題
解
決
に
向
け
県
外
先
進
地
を
訪
問
し
ま
し
た

●●●●●●●

総
務
民
生
委
員
会

妊婦～高齢者までそれぞれのライフステージに合わせた保健活動で医療費抑制に努める (玉名市 )

認知症サポートリーダーは542人が登録(山鹿市）

自主防災組織は班の単位が 20 世帯 (糸島市）


